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大学後援会総会のお知らせ
　東北学院大学後援会の平成22年度総会を
下記のとおり開催いたしますので、保護者の
皆さまのご参加をお待ちしております。
　なお、大学開放プログラム（礼拝・本学教
員による公開講座・パイプオルガン演奏会・
施設見学・学科別懇談会・学生の就職を考
えるセミナー・多賀城キャンパス見学会など）
を設けておりますので、ご利用ください。

記

日　時　5月22日（土）午前10時30分より
場　所　東北学院大学泉キャンパス礼拝堂

（仙台市泉区天神沢2丁目1－1）
問い合わせ先　後援会事務局（総務部総務課内）
☎ 022－264－6411／FAX 022－264－3030
E-mail kouenkai@staff .tohoku-gakuin.ac.jp

　
こ
れ
に
応
え
、新
入
生
を

代
表
し
て
法
学
部
の
大
森

遼
一
さ
ん（
東
北
学
院
高
校

卒
）が
、「
建
学
の
精
神
を
尊

び
、地
の
塩
、世
の
光
と
し
て

社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
学

び
、努
め
て
い
き
ま
す
」と
宣

誓
し
た（
写
真
）。

　
新
入
生
代
表
の
高
橋
文

吾
君
の
宣
誓
（
写
真
）に
続

い
て
、中
学
生
代
表
の
佐
藤

光
君
と
高
校
生
代
表
の
何

偉
駒
君
に
永
井
校
長
か
ら

聖
書
と
讃
美
歌
が
贈
呈
さ

れ
た
。

り
、傍
ら
で
見
守
っ
て
い
た

母
親
は「
こ
こ
ま
で
頑
張
っ

て
き
た
姿
を
見
て
き
た
だ
け

に
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
嬉

し
い
。充
実
し
た
楽
し
い
大

学
生
活
を
過
ご
し
て
ほ
し

い
」と
あ
た
た
か
い
エ
ー
ル

を
送
っ
た
。

　
入
学
式
に
続
い
て「
後
援

会
入
会
式
」
が
行
わ
れ
た
。

終
了
時
に
は
Ｓ
Ｗ
Ｅ
・
応
援

団
の
学
生
た
ち
が
登
場
し
、

新
入
生
た
ち
を
華
や
か
に

歓
迎
し
た
。

学
生
生
活
ス
タ
ー
ト

　
宮
城
県
立
利
府
高
校
か

ら
経
済
学
科
に
入
学
し
た

男
子
学
生
は「
資
格
を
取
る

な
ど
社
会
的
な
実
技
を
身

に
つ
け
た
い
」と
抱
負
を
語

　
式
に
は
本
学
関
係
者
と

工
事
関
係
者
約
四
十
人
が
出

席
し
、新
し
い
施
設
の
誕
生

を
祝
っ
た
。

　
午
前
十
時
か
ら
の
定
礎
式

に
引
き
続
い
て
献
堂
式
が
行

わ
れ
た
。聖
書
朗
読
、祈
祷
の

あ
と
、平
河
内
健
治
理
事
長
が

式
辞
の
中
で
、「
本
コ
モ
ン
棟

は
、﹃
環
境
保
全
と
健
常
生
活

の
た
め
の
バ

イ
オ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
の
統

合
的
研
究
﹄

を
目
的
と
す

る
先
端
バ
イ

オ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
研
究

施
設
で
あ
り

ま
す
。
神
よ

り
与
え
ら
れ

た
日
々
甦
る

生い

の

ち命
（
Ｌ
Ｉ

Ｆ
Ｅ
） 

を
支

え
る
か
ら
だ

を
保
持
す
る

た
め
の
健
全

な
環
境
生
態

と
、
そ
れ
を

形
成
・
維
持

す
る
工
学
技

術
の
研
究
・

開
発
、
地
の

塩
、世
の
光
（
Ｌ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
）と

し
て
神
よ
り
賦
与
さ
れ
た
資

質
・
能
力
を
十
二
分
に
発
揮

さ
せ
る
た
め
の
生
体
の
解
明

と
生
体
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
の

創
出
、そ
し
て
、人
間
の
健
常

な
社
会
生
活
実
現
の
た
め
の

福
祉
・
医
療
分
野
で
の
愛
（
Ｌ

Ｏ
Ｖ
Ｅ
）の
あ
る
工
学
技
術
の

推
進
と
い
う
も
の
を
私
ど
も

は
期
待
し
て
お
り
ま
す
」
と

述
べ
た
。

　
当
該
セ
ン
タ
ー
は
、二
十
一

世
紀
に
必
要
と
さ
れ
る
科
学

技
術
で
あ
る
環
境
保
全
バ
イ

オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、健
常
生
活

の
基
盤
技
術
と
な
る
生
体
セ

ン
シ
ン
グ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、生

体
機
能
コ
ン
ペ
ン
セ
ー
シ
ョ

ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
三
つ
の

分
野
の
学
術
領
域
に
お
け
る

融
合
的
・
統
合
的
研
究
基
盤

を
本
学
に
新
た
に
確
立
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
施
設
を
利
用
し
て
、本

学
で
学
ぶ
学
生
に
は
、先
端

バ
イ
オ
技
術
の
知
識
と
新
し

い
知
識
情
報
を
生
み
出
す
科

学
技
術
者
と
し
て
の
能
力
を

身
に
つ
け
て
も
ら
い
、本
学
外

の
児
童
・
生
徒
等
の
公
開
実

習
や
公
開
講
習
の
た
め
の
施

設
と
し
て
も
活
用
し
、広
く

社
会
に
役
立
つ
共
有
財
産
の

意
味
で
あ
る「
コ
モ
ン
」と
し

て
教
育
と
研
究
に
役
立
て
る

予
定
で
あ
る
。

　
東
北
学
院
大
学
の
平
成

二
十
二
年
度
入
学
式
が
四
月

五
日
、仙
台
市
太
白
区
の
仙

台
市
体
育
館
で
開
催
さ
れ

た
。当
日
は
あ
い
に
く
の
雨

模
様
と
な
っ
た
が
、真
新
し

い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
入

学
生
た
ち
は
、み
な
晴
れ
や

か
な
表
情
で
学
院
大
生
と
し

て
の
ス
タ
ー
ト
を
き
っ
た
。

本
学
で
学
ぶ
と
い
う
こ
と

　
今
年
度
の
新
入
生
は
大

学
院
と
六
学
部
合
わ
せ
て

三
千
六
十
一
人
。保
護
者
た
ち

が
見
守
る
中
、こ
の
記
念
す

べ
き
式
典
に
臨
ん
だ
。

　
オ
ル
ガ
ン
の
調
べ
が
会
場

に
響
き
、讃
美
歌
斉
唱
、佐
々

木
哲
夫
宗
教
部
長
に
よ
る
聖

書
朗
読
と
祈
祷
に
続
い
て
、

星
宮
望
学
長
が
入
学
を
宣

言
。場
内
に
は
張
り
つ
め
た

空
気
が
流
れ
た
。

　
星
宮
学
長
は
、「
在
学
中

に
、行
動
の
基
本
、物
事
を
考

え
る
と
き
の
座
標
軸
の
基
準

を
し
っ
か
り
し
た
も
の
に
確

立
し
、人
生
を
た
く
ま
し
く
、

自
信
を
も
っ
て
生
き
て
ゆ
く

こ
と
の
で
き
る
知
恵
と
知
識

を
吸
収
し
て
ほ
し
い
」と
新

入
生
た
ち
を
激
励
し
た
。

大
学
・
大
学
院

榴
ケ
岡
高
等
学
校

中
学
校
・
高
等
学
校

幼　

 

稚 　

園

学
校
生
活
へ
の
期
待
を
胸
に

　
四
千
三
十
七
人
の
入
学
、入
園
を
祝
福

東
北
学
院
の
新
入
生
を
歓
迎
！

各
校
で
入
学
式

　
中
学
校
・
高
等
学
校
の

入
学
式
は
四
月
八
日
午
後
一

時
か
ら
礼
拝
堂
で
行
わ
れ
、

中
学
生
百
六
十
人
（
転
入
生

一
人
）、高
校
生
四
百
十
三
人

の
新
入
生
が
緊
張
と
期
待

の
面
持
ち
で
出
席
し
た
。

　
聖
書
朗
読
、祈
祷
、星
宮
望

学
院
長
の
式
辞
に
続
い
て
、

永
井
英
司
校
長
は
告
辞
で
、

「
知
識
を
磨
き
、人
格
と
品
性

を
鍛
え
、身
体
を
錬
磨
し
な

が
ら
将
来
に
向
け
て
の
進
路

目
標
実
現
を
願
っ
て
や
ま
な

い
。一
人
ひ
と
り
の
や
る
気
・

気
概
、困
難
に
く
じ
け
な
い

強
い
意
志
力
が
最
後
に
必
要

と
な
る
」と
激
励
し
た
。

　
榴
ケ
岡
高
等
学
校
の
第

五
十
二
回
入
学
式
は
四
月

九
日
午
前
十
時
か
ら
礼
拝

堂
で
行
わ
れ
、男
子
二
百
三

十
六
人
、女
子
九
十
一
人
の

新
入
生
が
高
校
生
活
の
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

　
星
宮
望
学
院
長
の
式
辞

に
続
い
て
久
能
隆
博
校
長

が
告
辞
で
新
入
生
三
百
二

十
七
人
に
対
し「﹃
心
を
育
て

る
東
北
学
院
﹄の
一
翼
を
担

う
榴
ケ
岡
高
校
の
ス
ク
ー

ル
・
モ
ッ
ト
ー
﹃
敬
神
愛

人
・
自
学
自
律
﹄の
精
神
を

培
い
、﹃
地
の
塩
・
世
の
光
﹄

と
し
て
世
の
中
の
人
々
に
感

謝
さ
れ
、賞
賛
さ
れ
る
榴
生

に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
激
励
し
た
。

　
幼
稚
園
で
は
第
四
十
九

回
入
園
式
が
四
月
十
三
日

午
前
十
時
か
ら
園
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
、満
三
歳
児
か
ら

の
進
級
児
五
名
、
入
園
児

七
十
二
名
が
幼
稚
園
生
活

の
ス
タ
ー
ト
を
き
っ
た
。園

児
た
ち
は
一
人
ひ
と
り
名

前
を
呼
ば
れ
る
と
大
き
な

声
で
元
気
よ
く
返
事
を
し

て
、平
河
内
健
治
園
長
か
ら

入
園
を
許
可
さ
れ
た
。

　
東
北
学
院
大
学
多
賀
城
キ
ャ
ン
パ
ス
に
昨
年
十
月
か
ら
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
た
平

成
二
十
一
年
度
文
部
科
学
省
私
立
大
学
戦
略
的
研
究
基
盤
形
成
支
援
事
業
の
一
つ
と
し

て
採
択
さ
れ
た
研
究
事
業
を
行
う
た
め
の
施
設
「
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
リ
サ
ー
チ
・

コ
モ
ン
棟
」
が
完
成
し
、三
月
二
十
六
日
、定
礎
式
な
ら
び
に
献
堂
式
が
挙
行
さ
れ
た
。

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・

リ
サ
ー
チ
・
コ
モ
ン
棟
完
成

文
科
省
私
立
大
学
戦
略
的
研
究
基
盤
形
成
支
援
事
業

聖
書
の
こ
と
ば

イ
エ
ス
は
、
そ
こ
か
ら
彼
ら
を
ベ
タ
ニ
ア
の
辺
り
ま
で
連

れ
て
行
き
、
手
を
上
げ
て
祝
福
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
祝
福

し
な
が
ら
彼
ら
を
離
れ
、
天
に
上
げ
ら
れ
た
。
彼
ら
は
イ

エ
ス
を
伏
し
拝
ん
だ
後
、
大
喜
び
で
エ
ル
サ
レ
ム
に
帰
り
、

絶
え
ず
神
殿
の
境
内
に
い
て
、神
を
ほ
め
た
た
え
て
い
た
。

ル
カ
に
よ
る
福
音
書
第
二
十
四
章
五
十
―
五
十
三
節

天
に
上
げ
ら
れ
た

　
ル
カ
福
音
書
で
は
、
イ
エ
ス
が
十
字
架
に
か
か
り
、

死
に
、
復
活
を
し
て
、
そ
の
後
に
弟
子
た
ち
の
前
に
姿

を
現
し
、
旧
約
聖
書
の
予
言
が
成
就
さ
れ
、「
天
に
上
げ

ら
れ
た
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
イ
エ
ス
の
生
涯
の
物
語
は

終
わ
り
ま
す
。
教
会
で
は
、
四
月
四
日
の
日
曜
礼
拝
で
、

復
活
の
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。
イ
ー
ス
タ
ー
で
す
。

　
こ
の
「
天
に
上
げ
ら
れ
た
」
と
い
う
こ
と
は
、
私
た
ち

に
と
っ
て
、
一
体
ど
う
い
う
意
味
を
も
つ
も
の
な
の
で

し
ょ
う
か
？
　
三
つ
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
ず
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
信
仰
は
、
あ
ら
ゆ
る
国
々

の
人
々
に
宣
べ
伝
え
ら
れ
る
福
音
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
弟
子
た
ち
は
ユ
ダ
ヤ
の
人
々
の
た
め
の
救
い
主
を

期
待
し
て
お
り
、
実
際
イ
エ
ス
は
復
活
後
ユ
ダ
ヤ
の
地
で

姿
を
現
し
、
弟
子
た
ち
に
言
葉
が
け
を
し
て
い
ま
す
が
、

今
で
は
、
天
に
昇
り
、
国
境
の
な
い
天
か
ら
全
て
の
人
々

に
呼
び
か
け
を
し
て
い
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
教
は
今
や
国

境
や
民
族
、
そ
し
て
、
国
籍
を
超
え
た
宗
教
な
の
で
す
。

　
第
二
に
、
こ
の
語
り
か
け
は
霊
の
働
き
に
よ
る
も
の
で

あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
地
上
の
言
葉
を
手
段
に
用
い
て
は

い
て
も
、
天
の
言
葉
で
あ
る
聖
霊
に
よ
っ
て
語
り
か
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
ル
カ
福
音
書
の
続
編
と
考

え
ら
れ
る
使
徒
言
行
録
の
一
章
八
節
に
は
「
あ
な
た
が
た

の
上
に
聖
霊
が
降
る
と
、
あ
な
た
が
た
は
力
を
受
け
る
」

と
あ
り
ま
す
。
霊
的
働
き
が
私
た
ち
を
幸
せ
に
し
ま
す
。

　
第
三
に
、
イ
エ
ス
が
キ
リ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
の
証
人

と
な
っ
た
信
仰
の
先
達
が
継
承
し
た
も
の
が
、
二
千
年

も
の
間
、
現
に
今
生
き
て
い
る
者
の
た
め
の
教
え
と
し

て
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
東
北
学
院

は
、
押
川
方
義
、
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ホ
ー
イ
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ

ド
・
シ
ュ
ネ
ー
ダ
ー
を
三
学
校
祖
と
し
て
、
そ
の
教
え

を
大
事
に
し
て
き
ま
し
た
。

　
押
川
の
信
仰
に
あ
る「
パ
ッ
シ
ョ
ン（
熱
意
と
熱
情
）」、

東
北
学
院
教
育
の
礎
を
定
め
た
ホ
ー
イ
の
「
ヴ
ィ
ジ
ョ

ン（
幻
と
将
来
構
想
）」、
そ
し
て
、
シ
ュ
ネ
ー
ダ
ー
の「
コ

ン
パ
ッ
シ
ョ
ン
（
思
い
遣
り
と
愛
）」
が
東
北
学
院
の
建

学
の
精
神
に
包
摂
さ
れ
、
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ（
命
）、
Ｌ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ

（
光
）、
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
（
愛
）
の
３
Ｌ
の
ス
ク
ー
ル
・
モ
ッ
ト
ー

の
中
に
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

理
事
長
　
平
河
内
　
健
治

完成したバイオテクノロジー・リサーチ・コモン棟

はじめてお祈りをする園児


